
その本はそこに      読書案内 ８  ～ 建築の「意匠 design」の入門書～ 

「テキスト 建築意匠」  (編著)平尾和洋+末包伸吾、(著)大窪健之+藤木庸介+松本裕+山本直彦 
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 もくじ 

 ■第１章 近代の建築    ■第８章 部分と全体 

■第２章 現代の建築    ■第９章 光について 

■第３章 戦後日本の建築  ■第 10 章 空間について 

■第４章 建築表記の射程  ■第 11 章 近・現代の都市 

■第５章 建築の原点    ■第 12 章 力の流れと表現 

■第６章 建築の要素    ■第 13 章 持続可能性と建築デザイン 

■第７章 建築のかたち   ■問題集（各章の要約版の問題文・穴埋め） 
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※藤木庸介さんは僕が和歌山大学にいたときの先生でした。 

■この本は２００６年出版で、当時４０才前後の建築意匠関係者があつまり、つくりあげた本とのことです。 

 無限とも思える広がりをもつ建築の、「意匠 design」を、難しいものもわかりやすい言葉で、そのテーマにおけ

る図版や注意書きをたくさん載せて、解説してくれています。（理解が困難な部分も多々ありますが・・） 

また周辺の基礎的文献も数多く紹介されています。はじめに、の部分には「意匠 design」の入門書としてまと

めた本とあります。そして、この本を手にした方々が、建築意匠へ興味を持ち、知識を得て、これから生み出

される建築や都市の空間がよりよいものになる、そうした一助になればと思っています、とあります。 

■第１章 西洋の近代建築の概観。１８C 産業革命～近代３巨匠を含む～北欧アアルトの建築まで。 

■第２章 西洋の現代建築の概観。 

 １９６０年代後半～チュミやコールハースの建築まで。歴史・合理主義・技術・構造主義・場所に関わる思想。 

■第３章 １９５０年代以降の建築家による主な建築理論とその理解に必要な背景について。 

 伝統論争、メタボリズム、デザインサーヴェイ、1980 ポストモダン、など、1990 金沢２１世紀美術館まで。 

■第４章 意図の伝達としての建築表記について。 

 ドローイング、図面・図法、アンビルド、アーキグラム、ピータークックなど。 

■第５章 原点への志向。     (クノッソス宮殿 牡牛を模した装飾) ➡ 

 原始、洞窟、巨石遺構、聖なる場所、神話、まちのイデア、原始の家、 

自然の模倣、ルイスカーン、ゲニウスロキ。 

■第６章 西洋と日本の内と外、床、屋根、壁、柱、門と窓（開口部）。 

■第７章 幾何学、中心性、方向性、引き算的と足し算的、重合と分割、群。 

■第８章 調和、プロポーション、身体、ミクロコスモス、部分の集まり方。 

■第９章 影とつくる光、差し込む光、日本の光、光の壁、満たす光。 

■第 10 章 空間芸術としての建築。 

 宇宙のイメージ、座標・地図、絶対空間、均質空間、建築の本質＝空間、心理的空間と物理的空間など。 

■第 11 章 都市と人間との具体的な関係に基づく重要な試み。 

没場所性、グローバリズム、産業革命、近代化、パリ大改造、田園都市、工業都市、都市イメージなど。 

■第 12 章 積む・組む・曲げる。技術、構造、素材、加構、建築構法、技術者、構造家など。 

■第 13 章 環境問題の背景と認識や思想の変化。 

文化財の保存と活用、リサイクルとリユース、省エネルギーとデザイン、防災から減災のデザインなど。 

                              （案内：黒野晶大） 

 

 

 


